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巻頭言
第9号の発刊に寄せて
『母語・継承語・パイリンガル教育（MHB）研究』第9号をお届けします。
2003年に抗託B研究会発足当時の発起人4名が、この研究会の紀要の創刊号を
作ろうと考えた時には、将来の資金繰りなど未知数な部分が多くやや不安な船
出でした。それでも、毎年刊行できるように努力しようということで、そうし
た体裁での発刊を決めました。身近にいたウェブデ、ザイナーさんに、子どもた
ちの健やかな成長をイメージした明るい表紙をデザインしてもらいました。
紙の色を決め、中身のひとつひとつ決めていく過程を楽しみながら、実にわく
わくとした気持ちで倉lj刊号の編集に取り組んだのを思い出します。そのオレン
ジ色のデザインはもはや毎年の資料の表紙やM託8専用ウェブベ｝ジで、おなじ
みとなりました。こうして紀要が9号を数えることができるようになったのは、
ひとえに研究会の皆様の、母語・継承語・パイリンガノレ教育に対する熱い熱意
の賜物です。
2012年度、 MHB研究会にはひとつの大きな変化がありました。 2003年8月
の発足以来、素晴らしいリーダーシッフ。と事務処理能力で、 MHB研究会が今
日の形で安定飛行することを可能にして下さった、接美林大学の佐々木倫子先
生が事務局担当を退かれることになり、立命館大学の湯川笑子が以後、この任
をあずかることになったことです。これまで、、 MHB研究会の理事会の議事録・
資料・紀要の管理、会計、入会手続き、会員名簿管理、渉外業務に加え、東京
で開催された研究大会や各種研究会のほぼすべての会場の確保と大会開催の実
行委員を務められるなど、佐々木事務局なくしてはこの抗耳B研究会はありえ
ませんでした。この場を借りて心からお札を申しあげます。
さて、『母語・継承諾・パイリンガル教育（MHB）研究』第9号には、招
待論文I木、研究論文1木、研究ノート1本を掲載しました。評価学が御専門
の佐々木亮氏は、 MHB研究会のために、プログラム評価とは伺か、また教青
実践フ。ログラムを評価することと教育実践との関係を解き明かして下さいまし
た（招待論文）。鈴木崇夫氏による論文は、カナダPアノレバー タチi'Iの公立小学校
で英語・中国語パイリンガノレ教育を受ける児童の作文力に焦点を当てた論考で、
す（研究論文）。最後に、阿部敬信氏による論考は、まだ日本では数が少ない、
日本手話と日本語のパイリンガル教育法をとるろう学校での、児童の手話の発
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達をとりあげています（研究ノート）。本号も、それぞれにユニークで多機な
論考を掲載することができました。この紀要が、世界各地で母語・継承諾・パ
イリンガル教育に奮闘していらっしゃる会員の皆楼に、明日への教育のヒント
になることを祈念します。
母語・継承諾・パイリンガノレ教育（MHB）研究会研究会会長
湯川笑子
2013年3月
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